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女
庭
訓
往
来
を
読
む
协
１
卐 

解
説 

史
料
助
女
庭
訓
往
来
倭
文
鑑
努
睦
月
协
往
信
卐 

 
 

 
 

劰
奥
貫
家
文
書
№
３
２
７
１
励 

 
 

は
じ
め
に 

○
資
料
の
形
の
い
ろ
い
ろ 

 

今
回
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
資
料
の
形
は
？ 

 

〔 

竪
帳
(
た
て
ち
Ỹ
う
) 
〕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

○
資
料
の
文
字
の
い
ろ
い
ろ 

 

・ 

漢
字  

 

 

・
ひ
ら
が
な 

 

・
カ
タ
カ
ナ

○
く
ず
し
字
を
調
べ
る
た
め
に…

 

※
代
表
的
な
も
の 

・
文
字
の
検
討
を
つ
け
て
調
べ
る 

 
→

児
玉
幸
多
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』(
東
京
堂
出
版
) 

 
 

 
 

閲
覧
室
／A

210.03 ｸ 
 

 
 

 

・
書
き
順
か
ら
調
べ
る 

 
 

 
 

 
→

児
玉
幸
多
『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』(
東
京
堂
出
版
) 

 

 
 

 
 

閲
覧
室
／A

210.03 ｸ 

○
今
回
の
講
座
テ
キ
ス
ト 

 

か
な 

 
 

 

 

漢
字 

 

か
な 
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○
「
庭
訓
往
来
」 

 
 

 
 

 
 

 

南
北
朝
時
代
、
十
四
世
紀
中
葉
に
作
ら
れ
た
往
来
物
の
一
種
。
作
者
は
よ
く
玄
慧
に
擬
せ
ら
れ
る
が
確
証
を
欠
き
、
内
容
よ
り
中

層
武
家
の
著
と
も
推
測
さ
れ
る
。
一
年
十
二
ἄ
月
分
に
手
紙
文
を
配
し
て
、
一
ἄ
月
往
返
二
通
ず
つ
計
二
十
四
通
と
「
八
月
十
三

日
状
」
一
通
と
の
計
二
十
五
通
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
通
一
通
は
手
紙
模
範
文
・
模
型
文
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
み
で
な

く
、
社
会
日
常
に
要
用
の
語
彙
を
類
別
に
列
挙
し
た
単
語
集
団
を
設
け
て
、
こ
れ
を
手
習
わ
せ
る
の
を
大
切
な
目
的
の
一
つ
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
類
別
単
語
集
団
を
は
さ
ん
で
二
つ
に
分
解
さ
れ
た
手
紙
文
を
首
尾
の
両
端
に
す
え
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
ま
と

ま
ỵ
た
一
通
の
手
紙
に
し
て
あ
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
各
手
紙
の
主
題
は
、
新
年
の
会
(
正
月
)、
詩
歌
の
宴
会
(
二
月
)、
地

方
大
名
の
館
造
(
三
月
)、
領
国
の
繁
栄
(
四
月
)、
大
名
高
家
の
饗
応
(
五
月
)、
盗
賊
討
伐
へ
の
出
陣
(
六
月
)、
遊
伎
の
競
伎

会
(
七
月
)、
司
法
制
度
・
訴
訟
手
続
・
将
軍
の
威
容
(
八
月
)、
寺
院
に
お
け
る
大
法
会
(
九
月
)、
大
斎
の
行
事
(
十
月
)、
病

気
の
治
療
(
十
一
月
)、
地
方
行
事
の
制
度
(
十
二
月
)
で
あ
り
、
こ
の
間
の
収
録
語
彙
数
は
、
衣
食
住
三
百
七
十
語
、
職
分
職
業

二
百
十
七
語
、
仏
教
百
七
十
九
語
、
武
具
七
十
五
語
、
教
養
四
十
六
語
、
文
学
十
六
語
、
そ
の
他
六
十
一
語
、
計
九
百
六
十
四
語

に
及
び
、
教
育
史
は
じ
め
政
治
史
・
経
済
史
・
文
化
史
・
風
俗
史
な
ど
歴
史
学
の
多
く
の
分
野
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

至
徳
三
年
(
一
三
八
六
)
豊
前
守
朝
英
筆
本
(
出
雲
神
門
寺
蔵
)、
宝
徳
三
年
(
一
四
五
一
)
正
救
大
徳
筆
本
(
天
理
図
書
館
蔵
)、

経
覚
筆
本
(
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
以
前
、
謙
堂
文
庫
蔵
)
は
じ
め
中
世
古
写
本
が
四
十
種
以
上
に
達
し
、
他
の
古
往
来
を
大

き
く
凌
い
で
普
及
の
足
跡
を
示
す
。
安
土
桃
山
時
代
よ
り
上
梓
さ
れ
、
江
戸
時
代
よ
り
明
治
初
年
に
か
け
、
庶
民
の
家
庭
教
育
な
い

し
寺
子
屋
用
教
科
書
と
し
て
盛
ん
に
学
ば
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
お
び
た
だ
し
い
流
布
を
遂
げ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み

で
も
二
百
版
に
近
い
。
特
に
江
戸
時
代
後
期
よ
り
、
子
ど
も
の
理
解
に
と
ど
き
興
味
に
う
ỵ
た
え
る
挿
絵
と
略
解
を
施
し
た
も
の
が

主
流
を
成
し
た
。
翻
刻
・
解
説
に
『
日
本
教
科
書
大
系
』
往
来
編
三
、『
東
洋
文
庫
』
二
四
二
な
ど
が
あ
る
。 

(『
国
史
大
辞
典
』
石
川
松
太
郎
執
筆
分
) 

 

○
「
女
庭
訓
往
来
」 

 

「
庭
訓
往
来
」
の
女
性
版
。
女
性
の
教
育
意
識
が
高
ま
ỵ
た
江
戸
時
代
後
期
に
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
女
性
向
の
知
識
・
教
養
書
と

し
て
編
集
・
刊
行
。→

手
紙
の
手
本
と
し
て
の
女
筆
の
本
が
江
戸
中
期
か
ら
刊
行
さ
れ
、
後
期
に
至
ỵ
て
多
数
流
通
普
及
さ
れ
る
。 

 

○
「
女
筆
」
と
は 

 

女
の
筆
跡
。
女
流
の
筆
法
。
お
ん
な
で
。
じ
Ỹ
ひ
つ
。 

※
女
手
(
お
ん
な
で
) 

 
↔

男
手
(
お
と
こ
で
)
漢
字
主
体
。 

○
ど
こ
に
何
が
書
い
て
あ
る
の
だ
ろ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
飯
島
家
文
書
５
４
９ 

・
本
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

差
上
申
一
札
之
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
箱
根
関
男
五
人
御
通
行
ニ
付
) 

・
差
出
(
作
成
者
) 

 

・
日
付
(
作
成
年
月
日
) 

 

・
宛
所
(
宛
先
) 

  

○
ど
の
よ
う
に
読
む
か 

・
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
文
章
を
書
い
て
あ
る
ま
ま
常
用
漢
字
で
表
す→

 

釈
文 

 

明
治
前
期
以
前
に
寺
子
屋
や
家
庭
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
学
習
書
の
こ
と
。手
紙
の
文
例

集
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
、
往
来
物
と
い
う
名
称
も
往
信
来
信
に
由
来
し
て
い
る
。 
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・
書
か
れ
た
文
章
を
読
め
る
よ
う
な
文
字
の
順
で
書
い
た
文 

 
 

 
→

 

書
き
下
し
文 

 

 
 

読
み
下
し
文  

 

春は
る

の
始は

じ

め
の
御
悦

お
よ
ろ
こ

び
、
貴
方

き
ほ
う

に
向む

け
て
、
先ま

ず
祝い

わ

い
申も

う

し
候

そ
う
ら
い

お
わ
ん
ぬ
、 

 
 

釈 

文  

 

春 ―
 

始 

御 ―
 

悦 

向
二 
貴 

方
一 

先 

祝 

申 

候 

畢 

 

※
奥
貫
家
文
書
３
２
７
２
「(
御
家
)
庭
訓
往
来
」

  

○
自
習
の
方
法 

・
文
字
の
書
き
順
を
な
ぞ
ỵ
て
み
て
、
文
字
を
推
測
す
る
。 

・
辞
書
を
こ
ま
め
に
引
く
。 

・
原
稿
用
紙
に
釈
文
を
書
い
て
み
る
。
わ
か
ら
な
い
文
字
は
と
ば
す
(
原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
を
文
字
数
の
分
だ
け
空
欄
に
)。 

・
何
度
も
繰
り
返
し
読
む
(
書
い
て
あ
る
の
は
日
本
語
な
の
で
、
知
ỵ
て
い
る
言
葉
・
文
字
に
つ
な
が
る
は
ず
)。 

 

【
語
句
】『
日
本
国
語
大
辞
典
』(
小
学
館
)
今
回
は
【
日
】
と
略
す
／
『
国
史
大
辞
典
』(
吉
川
弘
文
館
)
今
回
は
【
国
】
と
略
す 

旧
る
〔
ふ
・
る
〕[
動
・
自
ラ
上
二
] 

 
 

(4)
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
薄
れ
て
行
く
。
ま
た
、
古
い
も
の
と
し
て

忘
れ
去
ら
れ
る
。
も
て
は
や
さ
れ
な
く
な
る
。【
日
】 

元
三
〔
が
ん
・
さ
ん
〕[
名
] 

 

 (2)
正
月
一
日
よ
り
三
日
ま
で
の
間
。
が
ん
ざ
ん
に
ち
。【
日
】 

初
子
〔
は
つ
・
ね
〕[
名
] 

 

(1)
そ
の
月
の
最
初
の
子(
ね
)の
日
。特
に
、正
月
の
最
初
の
子(
ね
)

の
日
。
古
く
、
正
月
の
初
子
に
宮
中
で
は
饗
宴
や
行
幸
が
行
な
わ
れ
、

庶
民
は
野
外
で
小
松
を
引
き
、
若
菜
を
摘
む
習
慣
が
あ
ỵ
た
。
初
子
の

日
。【
日
】 

殿
原
〔
と
の
・
ば
ら
〕[
名
] 

(「
ば
ら
」
は
複
数
を
表
わ
す
接
尾
語
)
(2)
武
士
な
ど
の
男
子
を
敬
ỵ
て

い
う
語
。 

小
松
引
〔
こ
ま
つ
・
ひ
き
〕[
名
] 

 

平
安
朝
の
貴
族
た
ち
が
、正
月
初
め
の
子(
ね
)の
日
に
野
山
に
出
て
、

根
⾧
の
小
松
を
引
き
抜
い
て
延
命
を
願
ỵ
た
行
事
。《
季
・
新
年
》 

【
日
】 

寿
〔
こ
と
ほ
ぎ
〕[
名
] 

 

(1)
(
上
代
は
「
こ
と
ほ
き
」)
こ
と
ほ
ぐ
こ
と
。
こ
と
ば
で
祝
う
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
ば
。
こ
と
ぶ
き
。
祝
賀
。
賀
。【
日
】 

倭
〔
や
ま
と
〕[
名
]「
大
和
」
と
も
。 

 

〔
三
〕(〔
一
〕
に
都
が
あ
ỵ
た
と
こ
ろ
か
ら
)
日
本
国
の
異
称
。
や
ま

と
の
国
。【
日
】 

漢
〔
も
ろ
こ
し
〕 

→

漢
〔
か
ん
〕[
名
] 

 

(
中
国
の
大
統
一
国
家
の
前
後
漢
王
朝
を
古
代
中
国
の
代
表
国
家
と
考

え
る
と
こ
ろ
か
ら
)
中
国
本
土
の
こ
と
。
ま
た
、
中
国
の
別
称
。【
日
】 

→

唐
土
・
唐
〔
も
ろ
こ
し
〕[
名
] 

 

昔
、
日
本
か
ら
中
国
を
さ
し
て
呼
ん
だ
名
称
。【
日
】 

雛
遊
〔
ひ
い
な
・
あ
そ
び
〕[
名
] 

 

(1)
雛
人
形
に
着
物
を
着
せ
た
り
、
種
々
の
調
度
を
整
え
た
り
飾
ỵ
た

り
す
る
女
児
の
遊
び
。平
安
時
代
頃
か
ら
貴
族
の
子
女
の
遊
び
と
し
て
、

随
時
行
な
わ
れ
た
。【
日
】 

尺
〔
し
Ỷ
く
〕[
名
] 

 

(1)
尺
貫
法
の
⾧
さ
の
単
位
。
約
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ổ
ト
ル
。
寸
の
十

倍
。
丈
の
十
分
の
一
。【
日
】。 

御
厨
子
棚
〔
み
ず
し
・
だ
な
〕[
名
] 

 

御
厨
子
所
に
あ
ỵ
た
、
食
物
を
入
れ
て
お
く
棚
。
後
に
は
美
し
い
装
飾

を
施
し
て
、
母
屋
な
ど
に
置
き
、
書
画
・
書
籍
・
器
物
な
ど
を
置
い
た

も
の
。
御
厨
子
の
棚
。
御
厨
子
。【
日
】 

基
〔
き
〕[
接
尾
] 

 

台
や
足
な
ど
が
あ
ỵ
て
、
立
て
て
据
え
て
お
く
物
を
数
え
る
の
に
用
い

る
。【
日
】 

何
く
れ
〔
な
に
・
く
れ
〕[
代
名
] 

 

(1)
雑
多
な
事
物
を
包
含
的
に
指
示
す
る
。
あ
れ
や
こ
れ
や
。
い
ろ
い

ろ
。【
日
】 

給
う
(
ふ
)〔
た
ま
・
う
〕[
補
助
動
・
他
ハ
四
] 

ノ 
 
 

ノ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

テ  
    

     
        

    
   

       
    

     
   

     
 

ン
ヌ 
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 (

ロ)

そ
の
動
作
を
尊
敬
表
現
に
す
る
た
め
に
「
た
ま
う
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
。…

な
さ
る
。
お…

に
な
る
。【
日
】 

殿
作
〔
と
の
・
づ
く
り
〕[
名
] 

 

御
殿
、
建
物
や
そ
の
様
子
も
い
う
。
屋
敷
の
か
ま
え
。【
日
】 

所
狭
〔
と
こ
ろ
・
せ
〕[
形
ク
] 

 

(1)
場
所
が
狭
す
ぎ
て
お
さ
ま
り
切
ら
な
い
ほ
ど
い
ỵ
ぱ
い
で
あ
る
さ

ま
を
い
う
。
余
地
が
な
い
。【
日
】 

爪
探
る
〔
つ
ま
・
さ
ぐ
る
〕[
動
・
他
ラ
五
] 

 

指
先
で
こ
ま
か
に
触
れ
る
。指
先
で
い
じ
る
。弄
ぶ
。ま
さ
ぐ
る
。【
日
】 

な
が
き
日
(
ひ
) 

 

春
分
が
過
ぎ
て
か
ら
、
日
が
だ
ん
だ
ん
⾧
く
な
る
の
に
い
う
。
日
が
⾧

く
て
暮
れ
が
た
い
春
の
一
日
。
永
日
。《
季
・
春
》【
日
】 

惜
し
げ
〔
お
し
・
げ
〕[
名
] 

 

(
形
容
詞
「
お
し
い
」
の
語
幹
に
、
接
尾
語
「
げ
」
の
付
い
た
も
の
)

惜
し
い
と
い
う
気
持
を
お
こ
さ
せ
る
よ
う
す
。【
日
】 

稚
木
〔
わ
か
き
〕 

→

稚
〔
チ
〕 

 

②
〈
わ
か
・
い
(―

・
し
)〉
お
さ
な
い
子
。「
稺
子
(
ち
し
)」【
新
選

緩
和
辞
典
】 

→

若
木
〔
わ
か
・
き
〕[
名
] 

 

(1)
若
い
木
。
生
え
て
か
ら
あ
ま
り
年
数
の
た
ỵ
て
い
な
い
木
。↔

老

木
【
日
】 

並
木
〔
な
み
・
き
〕[
名
] 

 

並
ん
で
立
ỵ
て
い
る
樹
木
。【
日
】 

賭
物
〔
か
け
も
の
〕[
名
] 

 

(1)
勝
負
事
や
遊
戯
な
ど
で
、
勝
者
や
す
ぐ
れ
た
者
に
与
え
る
金
品
。

【
日
】 

楊
弓
〔
よ
う
・
き
ỷ
う
〕[
名
] 

 

遊
戯
に
用
い
る
二
尺
八
寸
(
約
八
五
セ
ン
チ
メ
ổ
ト
ル
)
ほ
ど
の
小
さ

な
弓
。【
日
】 

浮
漂
〔
ふ
・
ひ
Ỹ
う
〕[
名
] 

 

浮
き
た
だ
よ
う
こ
と
。【
日
】 

→

揺
蕩
・
猶
予
〔
た
ゆ
た
・
う
〕[
動
・
自
ワ
五
] 

 

(2)
心
が
動
揺
し
て
定
ま
ら
な
く
な
る
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
決
心
が
つ
か

な
い
状
態
に
な
る
。
躊
躇
(
ち
ỷ
う
ち
Ỹ
)
す
る
。
ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
。

【
日
】 

心
入
る
〔
こ
こ
ろ
・
い
る
〕[
動
] 

 

〔
二
〕(「
入
る
」
が
他
動
詞
下
二
段
活
用
の
場
合
)
そ
の
事
に
心
を
打

ち
こ
む
。
専
念
す
る
。
熱
中
す
る
。【
日
】 

渡
る
〔
わ
た
・
る
〕[
動
・
自
ラ
五
] 

(6)
あ
る
所
へ
移
動
し
て
行
く
。
ま
た
、
あ
る
所
へ
や
ỵ
て
来
る
。【
日
】 

お
は
す 

 

〔
二
〕
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
(1)
動
詞
の
連
用
形
(
ま
た
は
、
そ

れ
に
助
詞
「
て
」
の
付
い
た
も
の
)
に
つ
い
て
、
動
作
の
継
続
の
意
を

添
え
る
「
あ
る
」「
い
る
」、
動
作
の
方
向
や
状
態
の
推
移
を
示
す
「
行

く
」「
来
る
」
の
意
を
敬
ỵ
て
い
う
。…

て
い
ら
ỵ
し
Ỷ
る
。…

て
お
い

で
に
な
る
。【
日
】 

奉
る
〔
た
て
ま
つ
・
る
〕 

 

〔
二
〕
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
他
の
動
詞
に
付
い
て
、
そ
の
動
作

が
下
位
か
ら
上
位
に
向
け
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
動
作
の
対
象
を
敬
う
謙
譲
表
現
を
作
る
。【
日
】 

万
々
〔
よ
ろ
ず
・
よ
ろ
ず
〕 

→

万
々
〔
ま
ん
・
ま
ん
〕[
名
] 

 

(2)
す
べ
て
の
事
。
い
ỵ
さ
い
の
事
。【
日
】 

穴
賢
〔
あ
な
・
か
し
こ
〕 

→

あ
な
か
し
こ
[
連
語
] 

 

(「
あ
な
」
は
感
動
詞
、「
か
し
こ
」
は
形
容
詞
「
か
し
こ
し
(
畏
)」
の

語
幹
。
恐
れ
慎
み
、
恐
縮
す
る
感
情
な
ど
を
、
感
動
的
に
表
わ
す
慣
用

句
)
(4)
(
お
そ
れ
多
く
存
じ
ま
す
、
の
意
で
手
紙
文
の
文
末
に
用
い
ら

れ
て
形
式
化
し
た
も
の
)
相
手
に
敬
意
を
表
わ
す
仮
名
書
状
の
用
語
。

【
日
】 

中
務
〔
な
か
・
つ
か
さ
〕[
名
] 

 

(2)
女
房
の
呼
び
名
。
近
親
に
中
務
省
の
官
人
が
い
る
場
合
の
命
名
。

【
日
】 

侍
従
〔
じ
・
じ
ỷ
う
〕[
名
] 

 
(1)
天
皇
の
側
に
は
べ
る
こ
と
。
主
君
に
近
侍
す
る
こ
と
。【
日
】 

侍
従
〔
じ
じ
ỷ
う
〕 

 

令
制
以
来
の
天
皇
側
近
の
官
職
。『
養
老
令
』
で
は
「
常
侍
規
諫
、
拾
遺

補
闕
」
を
職
掌
と
す
る
と
規
定
し
、
拾
遺
あ
る
い
は
補
闕
と
も
称
し
、

「
お
も
と
ひ
と
」「
ま
ふ
ち
き
み
」
と
も
訓
ず
る
。
中
務
省
に
属
し
、
定

員
八
人
、相
当
位
は
従
五
位
下
で
、う
ち
三
人
は
少
納
言
が
兼
帯
し
た
。

し
か
し
蔵
人
の
設
置
な
ど
に
よ
ỵ
て
職
務
の
実
質
を
失
う
一
方
、
公
卿

の
兼
任
す
る
例
も
生
じ
、
人
員
も
増
え
て
、
平
安
時
代
末
期
に
は
二
十

人
に
も
達
し
(『
官
職
秘
抄
』)、
名
誉
職
的
な
色
彩
が
強
く
な
ỵ
た
。
ま

た
江
戸
時
代
に
は
、
朝
廷
の
官
と
は
別
に
、
細
川
・
黒
田
・
毛
利
ら
の

有
力
大
名
や
高
家
な
ど
が
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
一
種
の
称

号
で
、
家
柄
に
よ
り
任
命
基
準
が
あ
ỵ
た
(『
光
台
一
覧
』)。
明
治
維
新

後
、
天
皇
親
政
を
標
榜
し
た
新
政
府
は
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
宮

内
省
を
復
置
し
、
正
二
位
醍
醐
忠
順
以
下
十
人
の
旧
堂
上
を
侍
従
に
任

命
し
、
政
府
の
奏
上
は
侍
従
を
経
由
す
る
こ
と
と
定
め
た
。
つ
い
で
明

治
四
年
侍
従
⾧
を
新
設
し
、
さ
ら
に
内
廷
刷
新
を
期
し
て
、
翌
五
年
侍

従
番
⾧
を
置
き
、
山
岡
鉄
太
郎
(
鉄
舟
)
な
ど
の
士
族
も
こ
れ
に
任
じ

た
。
明
治
十
七
年
に
至
り
、
宮
内
省
に
侍
従
職
を
新
設
し
、
侍
従
⾧
一

人
を
置
い
て
勅
任
一
等
と
し
、
侍
従
を
奏
任
四
等
な
い
し
七
等
と
し
、

さ
ら
に
翌
年
内
閣
制
度
が
発
足
す
る
や
、
宮
内
省
を
内
閣
の
外
に
置
い

て
宮
中
・
府
中
の
別
を
厳
に
し
、
現
制
の
基
礎
が
定
ま
ỵ
た
。
ま
た
明

治
二
十
二
年
嘉
仁
親
王
(
大
正
天
皇
)
の
立
太
子
後
、
新
た
に
東
宮
職

を
設
置
し
、
東
宮
侍
従
⾧
お
よ
び
東
宮
侍
従
を
任
命
し
た
が
、
こ
の
制

度
も
現
今
に
及
ん
で
い
る
。【
国
】 

御
許
〔
お
・
も
と
〕[
名
] 

 

(3)
(「…

の
お
も
と
」
の
形
で
)
女
房
な
ど
の
名
前
、
ま
た
は
職
名
の

下
に
つ
け
て
呼
ぶ
敬
称
。【
日
】

 


